
 

２０２５年度大学入試センター・アドミッションリーダー研修 
 

テストはどうやって作られるのか？ 
―テスト設計から問題の作成・評価まで― 

お問合せ先 ： 独立行政法人大学入試センター  
📩 koukai＠cen.dnc.ac.jp 

 

 

日時：2025年 6月１９日(木)・２０日(金) 

場所：大学入試センター 
東京都目黒区駒場 2-19-23  京王井の頭線「駒場東大前」駅より徒歩 6 分 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

参加費：4,000円  |  定員：40名  | 対面実施 

※研修の配信なし、後日資料をWeb にて公開 

対象者：大学入試担当のアドミッションオフィサー、職員、教員、                                    

又は大学入学者選抜におけるテスト開発・運用に関心がある大学関係者 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

参加申込 
下記 URL、又は QR コードから申込方法をご確認のうえお申込ください。 

https://forms.gle/XSzrJtZ2sFDVHmho8 

申込締切：５月 16 日(金)まで 
事前課題の提出、研修 2日間の参加、事後課題の提出を確認後、「研修修了証」を発行します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

趣旨 
高大接続改革が進展するなかで、各大学での入試関連業務はより複雑化し、高度に専門化しつつあります。このように

刻一刻と変化する状況下で、アドミッションの専門家として、迅速に対応するための業務管理能力や最新のテスト技術への

幅広い知識を有することが、これまで以上に求められています。一方で、そのような専門的知識を身に着けていくためには、

まずはテストの開発・運用に関する基本的な知識・技能を修得することが必要不可欠です。 

今回のアドミッションリーダー研修は、アドミッション業務担当者が獲得しておきたいアドミッション領域の基本的な知識・

技能を修得することを目的とします。この目的を達成するために、テストの開発・運用に関する工程の全体像（テストの基本

設計から出題問題の評価・検証まで）と各工程の重要性について、講義と演習・グループディスカッションを組み合わせて

研修を実施します。 

本研修では、特に入試関連部署の教職員を中心に、テスト開発・運用に関する基本的知識・技能の習得にご関心のある

方々のご参加をお待ちしています。 

 



 

プログラム  

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

ご参加の際留意点 
・Excel（バージョン 2016以降）がインストールされたノート PCをお持ちください。 

・本研修では、事前課題及び事後課題を課します。課題内容については、参加者決定後にお知らせします。 

・本研修の内容の録画・録音は禁止いたします。 

・本研修は、記録、研究や報告等のため録画を行うことがありますので、ご了承ください。 

・キャンセルされる場合は必ず次のメールアドレスまでご連絡ください。 →（キャンセル・お問合せ） koukai@cen.dnc.ac.jp 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

参加申込みについて 
・原則として先着順としますが、勤務先での役割やこれまでのご経験等をもとに調整させていただくことがありますのでご了承ください。 

又、応募者多数の場合には、締切より前に申込みを終了することがあります。 

・参加費の振込に関する詳細は、参加確定のお知らせとともにお伝えします。 

・いただいた情報は、当該研修の受講、研修後の連絡、弊所のシンポジウムや研修のご案内、及び当センターが実施する研究に関わる用途

以外には使用いたしません。取扱いには十分注意し、個人情報の保護に関する法律その他の関連法令を遵守し厳重に管理いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

研修概要 

椎名 久美子：「テストの基本設計と作題ガイドライン」： 自大学の入試においてどんな能力をどう測るかという枠組みを設

計する際の観点や、その枠組みに沿った良問を継続的に作成するための手引きについて、実例と共に紹介します。 

天野 哲彦：「試験問題作成のためにアドミッション・オフィスができること」： 入試問題作成要領を作ることで出題ミスを防

ぎ、「測る能力」を確定することで作題の指針を示せることを解説します。 

石岡 恒憲：「記述問題の採点を巡る諸問題」： 日本と米国における代表的な記述テスト（TOEIC ライティングテスト、全米

学力テスト、全国学力調査、東大世界史大論述）の形式、採点方法、自動採点に関わる課題について紹介と解説をします。 

荒井 清佳：「項目分析（出題問題の評価・検証）の方法の理解」：出題された問題が選抜としてどのように機能していたか

を評価することを項目分析と呼びます。項目分析で使用される難易度や識別力を示す指標や、問題の特性を視覚化して示

す手法等について解説します。 

橋本 貴充：「項目分析（出題問題の評価・検証）の方法の実習」： 荒井講師が解説した項目分析の方法の Excel実習を

通じて、項目分析に関する理解を深めます（多肢選択式問題の解答データの正誤データへの変換から問題の評価・検証ま

での流れを Eｘｃｅｌで実習します）。バージョン 2016以降の Excelがインストールされたノート PCをご持参ください。 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 


